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自己紹介

 Qunoxts Calnos Aqua (クノーツ・カルノス・アクア)

 Lueniane という言語を作っています。
 他にはLeiane, リヴィル語も作っています。

 お絵描きできるエンジニアを自称しています。
 大体はドラゴンやふわもちな身体のキャラクターを描いていたりします。
 得意な言語は C++ です(C++17 が今のところ使いやすいと思ってる)。



ルエン語ってなぁ～に？

 2018年ごろから作っているドルガーノ語(2014)系譜の言語
 当初は対格言語として作っていたが、現在は能格言語の仕組みを採用しながら制
作を進めている。

 様々な仕組みを導入して面白い言語体系に成長した。
 その結果学習者が苦しむ仕組みが増えた。
 「日本語話者ならわかるよね︖」「わからなくてもあなたの脳に直接、刻み込んで忘
れられなくしてあげる♡」という思いで制作しています。



大きく変わった点

 対格言語から能格言語に仕組みを切り
替えた。
 対格言語の格が使いづらくてしょうが
なく、いい方法がないかと考えたら X 
氏から能格言語の考え方と仕組みを教
えてもらって「それいいじゃん！入れ
ちゃお！」と導入したら格が不要に
なった。

 「格」を廃止して「律」に移行した。
 言語体系が対格言語から能格言語に移
行させた結果、対格言語時代にあった
あの「格」が不要になったため、格の
ような仕組みではなく「律」という別
の体系に発展させた。

「律」の概要図



大きく変わった点

 時間型言語を導入した
 時間型言語では時空のとらえ方をオブジェクト基準からステート基準に変えてしま
う。オブジェクトは概念や実体など、何かしらの「像」を持っているのに対して、
ステートは行為や変化、発生、状態など、何かしらの「像」もない。

 ステートはそれだけだと構造がわからないので、オブジェクトを動詞のように使って
それが関わってステートに何かしらの影響が及んでいるという考え方をする。

 時間型言語は「空間語（名詞・副詞類）」と「時間語（動詞・形容詞類）」の品詞や
役割を反転させてしまう（言語の逆行システムの一つと思っている）。

 例
 La lia yl la acēlas s’fie s’aveize. 「私が愛した彼が燃えてなくなった。」



大きく変わった点

 抱合システムを導入した。
 一つの動詞に対して様々な空間語を抱き合わせで抱え込ませて別の動詞にしてしまう
仕組みを再現するために、方量詞を使って動詞の状態を調整する。

 なんでも抱え込んだ上で文章そのものが三語で完結する。
 例

 ol fie s‘la ̄jashynlalia.「私は彼なくては生きられない」

 ol fie s‘la ̄japaslalia.「私が彼を希(こいねが)う」

 ol fie s‘la ̄jatillalia.「私は彼を繋ぐように支える」

 ol fie s'la ̄jakollalia.「私は彼を見る(興味を持つ対象がある程度)」



大きく変わった点

 「p」が口笛音
 もともと「p」は使わないようにしていた
が、変わった音素入れるのもありだなと
いうことでいっぱい入れた結果、言語話
者の設定と偶然合ってそのまま定着した。

 口笛音は単独の音とみなされず音素の一
部としてみなされるので気を付ける必要
がある。

 なお、この言語の話者は右の画像の生き
物という前提があるため、人間用にそも
そも作っていない。



細かいが変わった点

 生側・死側が「単語の意味を抽象化してあいまいにしてしまうもの」に変更
 昔は死側に置くとそのまま使えないものに意味が変わっていたが、現在は「意味を抽
象化してあいまいにしてしまうもの」になって、より広範囲を指せるようになった。

 辞書を「訳語ベース」のものから「説明ベース」に移行
 昔の訳語ベースだと独自概念を説明することができなかったので語義・核心の二つを
核とした説明にして、独自概念に対応するようにした。

 語義は実際に使われる際の意味
 核心はその語を使って派生語を作成するときに変わることがないコアの意味



細かいが変わった点

辞書例はこちら



細かいが変わった点

現在の辞書の状況はこちら



今後の展望

 単語をもっと充実させて学習にも使用にも耐えられる言語を作っていきます。
 この言語を使ったゲームを作りたいなぁとか考えています。
 能格言語の良さを布教できる最高の作品に仕上げて日常会話で使用していきたい
なぁとも……。

 夢はありますが時間がかかるので気長にお待ちいただければと思います！



ご清聴ありがとうございました︕
それでは s’juas te ̄le. ol fivāde!
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